
環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業
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活動団体名︓宗像国際環境会議実⾏委員会
活動地域 ︓福岡県宗像市
活動におけるテーマ
“常若“な地域社会を目指して!

〜海の鎮守の森構想〜

地域循環共生圏を活用して目指す地域の姿

元祖国際都市である宗像市は、環境・観光地域づくりを目指し、国内外
から、宗像の歴史、環境、文化、食を求めて訪れる人々が増えている。
・・・来年度ＤＭＯ取得、２年後ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ、ﾍﾙｽﾂｰﾘｽﾞﾑ本格的始動。

海⼥の発祥地である宗像鐘崎の海には、海藻が繁茂し、海⼥漁に従事す
る若者も増え、宗像ブランドが確⽴され、若⼿漁師も漁業を続けている。
・・・来年度⼤島漁師に⽔産⾼校卒業生就職、2年後地域おこし協⼒隊２名海⼥業従事

宗像の地産地消エネルギーの取り組みが進み、地域の未利用資源（例え
ば牧場からの糞尿、⿂加⼯の残渣、漂着ゴミとしての海藻など）を活か
したエネルギー事業が始まる。
・・・来年度環境省ﾓﾃﾞﾙ事業取得による取組み本格始動

宗像国際環境１００人会議が、より市⺠、全国、国際的にも認知され、
“環境のダボス会議”と呼ばれるようになり、継続的に開催されている。
・・・今年度のべ参加数１０００名、来年度３０００名に。（現状８００人）

「海の鎮守の森」基⾦が広がり、宗像の環境を保全するネットワーク
（企業、⾏政、研究機関、メディア、ＮＰＯ、学生など）の⽀援、活動、
事業によって環境保全活動が持続可能な状況になっている。
・・・来年度１００万円、再来年度１００万計３００万円原資により⼀般社団法人化へ。



地域の現状と課題

◎活動地域の概要
・人口１０万人弱の中都市
・農業４５億、漁業２７億
・村（離島）町市の合併都市
・釣川を軸に森川⾥海が⼀体
◎活動地域の特性
・水産業は全国平均の4.3倍
・⼆⼤都市福岡北九州の中間
・世界文化遺産登録地域
・観光ＤＭＯは未整備
◎活動地域にある地域資源
・宗像⼤社の歴史、文化
・全国有数道の駅むなかた
・世界に繋がる玄界灘の海
・環境会議のネットワーク

地域の現状
◎現状から考える地域の課題
・漁業を取り巻く環境変化
・持続可能な観光の取組体制
・脱炭素社会へのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ
◎今後取り組むべき課題
・世界遺産の活⽤と維持管理
・ＤＭＯ候補法人からＤＭＯ
・エネルギーの地産地消
◎課題の中で地域循環共生圏
を活⽤し、解決しようと考え
る課題
・宗像版脱炭素社会ﾓﾃﾞﾙ構築
・ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ等持続可能な観光
・海の鎮守森構想の実⾏ﾌﾟﾗﾝ

課 題

地元漁師（宗像鯱の会ﾒﾝﾊﾞｰ）、海⼥（地域おこし協⼒隊）、
旅館（国⺠宿舎）、ｹﾞｽﾄﾊｳｽ（⼤島の古⺠家）、海藻加⼯会
社（アカモク加⼯）と連携した宗像ならではの環境・観光
地域づくりプログラムの開発。今年度は、その内容をフ
リーペーパー（約１０万部発⾏）、ＳＮＳを通じて、告知。
海外旅⾏会社とも、宗像旅⾏商品造成を⾏う。

◆宗像国際環境会議実⾏委員会参画企業のＳＤＧｓ×地域環
境団体、地域事業者のコーディネイト。企業の技術⼒、
人的資本、資⾦⼒、ネットワークを活かし、地域の事業者、
環境団体などの課題を共有し、まずは８月開催の宗像国際
環境１００人会議分科会にて、セッション⾏ない、実⾏に
繋げていく。

◆すすき牧場から排出される糞尿を活⽤した地域エネルギー
事業の可能性について、関係者との会合を⾏ない、今年度
は提⾔をまとめ、来年度施策に反映。

地域循環共生圏を活用して目指す地域の実現のために






